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　　　　 第４回定例会報告令和7年
第４回定例会には次のとおり議案が上程されました。なお、今定例会では全ての議案が全会一致で可決等
されました。

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第52号
令和７年度土岐市一般会計補正予算（第４号）

補正額441万8千円

議第53号

土岐市職員の育児休業等に関する条例及び土岐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例について

地方公務員の育児休業等に関する法律等の一部改正に伴い、より柔軟に部分休業を取得できるよう部
分休業の取得方法が見直されたため、所要の改正をするもの。

議第54号

土岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用に関する条例の一部を改正する条例について

地方公共団体情報システムの標準化に伴い、住登外者宛名番号管理機能が実装されるため、所要の改
正をするもの。（住登外者…土岐市の住民基本台帳に記録されていない者）

議第55号
地方自治法等の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例について

地方自治法等の一部改正に伴い、条ずれが生じたため、所要の改正をするもの。

議第56号

土岐市議会議員及び土岐市長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

公職選挙法施行令の一部改正に伴い、土岐市議会議員及び土岐市長の選挙における選挙公営の単価を
引き上げるため、所要の改正をするもの。

議第57号
土岐市温泉活用型健康増進施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

土岐市温泉活用型健康増進施設バーデンパーク SOGI の利用料金の額を改定するため、所要の改正
をするもの。

議第58号
土岐市立児童館の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例について

児童館、ウエルフェア土岐内の西部児童センター及び西部老人福祉センター並びに老人福祉センター
白寿苑を使用できる者の範囲を拡大するため、所要の改正をするもの。

議第59号
土岐市認定こども園条例及び土岐市立幼稚園条例の一部を改正する条例について　

土岐市立みなみこども園と土岐市立駄知小学校附属幼稚園を統合し、土岐市立駄知こども園を設置す
るため、所要の改正をするもの。

議第60号
土岐市水道事業給水条例等の一部を改正する条例について

災害その他非常の場合に、他の市町村の指定を受けた事業者等による給水装置工事等を実施すること
ができるようにするため、所要の改正をするもの。

議第61号

東濃中部病院事務組合の共同処理する事務の変更及びこれに伴う東濃中部病院事務組合規約の変更に
ついて

東濃中部病院事務組合が共同処理する事務及び執行機関の組織を変更することについて、議会の議決
を求めるもの。

【全会一致で可決等された議案】

2025年11月15日
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議案番号
議案名

議案の主な内容

議第62号
土岐市教育委員会委員の任命同意について

土岐市教育委員会委員に小林久人氏を任命したいので、議会の同意を求めるもの。

議第63号
土岐市教育委員会委員の任命同意について

土岐市教育委員会委員に林勇気氏を任命したいので、議会の同意を求めるもの。

議第64号
字の区域の変更について

土岐市妻木南部土地区画整理事業に伴い、字の区域を変更することについて、議会の議決を求めるも
の。

議第65号
令和６年度土岐市一般会計決算の認定について

歳入265億7,453万8,776円　歳出255億2,086万761円

議第66号
令和６年度土岐市国民健康保険特別会計決算の認定について

歳入51億9,724万285円　歳出50億6,340万1,993円

議第67号
令和６年度土岐市駐車場事業特別会計決算の認定について

歳入5,882万1,902円　歳出5,697万3,702円

議第68号
令和６年度土岐市介護保険特別会計決算の認定について

歳入62億1,025万9,006円　歳出59億7,989万4,119円

議第69号
令和６年度土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計決算の認定について

歳入3,729万2,651円　歳出3,729万2,651円

議第70号
令和６年度土岐市・瑞浪市障害者総合支援認定審査会特別会計決算の認定について

歳入461万7,574円　歳出461万7,574円

議第71号
令和６年度土岐市後期高齢者医療特別会計決算の認定について

歳入10億5,313万2,491円　歳出10億2,171万6,648円

議第72号
令和６年度土岐市病院事業会計決算の認定について

収益的収入11億4,766万1,944円　資本的収入4億3,017万4,633円
収益的支出12億9,709万414円　　資本的支出4億3,505万5,033円

議第73号
令和６年度土岐市水道事業会計決算の認定について

収益的収入19億3,288万865円　　資本的収入  4億4,210万4,128円
収益的支出17億1,352万5,611円　資本的支出10億3,468万8,849円

議第74号
令和６年度土岐市下水道事業会計決算の認定について

収益的収入17億1,536万9,574円　資本的収入  3億3,379万842円
収益的支出16億2,082万3,935円　資本的支出10億5,801万1円
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委員会報告（民生常任委員会）
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議第57号　土岐市温泉活用型健康増進施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例
　　　利用料金の改定が利用者に及ぼす影響は。
　　　金額についてはあくまでも上限額の改正で、この範囲内で協議し決定していくことになる。
　　　健康増進施設として今後残していくという方針があるか。
　　　貴重な地域資源であるので、温浴施設としての役割を今後も果たして行けるよう条件整備をさせていた

だきたい。

質疑
答弁
質疑
答弁

議第58号　土岐市立児童館の設置及び管理に関する条例等の一部を改正する条例
　　　施設を使用できる者の範囲を、年齢拡充と市内在住を外すという２点を変更したがその趣旨は。
　　　児童福祉法上の児童が18歳未満であること、また、市内、市外に限らず利用していただき子育て世代に

多くの交流を持っていただくためである。

質疑
答弁

議第61号　東濃中部病院事務組合の共同処理する事務の変更及びこれに伴う東濃中部病
院事務組合の規約の変更
　　　参事を置くメリットは。
　　　参事を置くことにより運営開始後の課題や協議事項に速やかに対応していけるようにする。
質疑
答弁

議第65号　令和６年度土岐市一般会計決算の認定　所管部分
　　　総務費のまちづくり活動支援事業で、執行率が32％と不用額が大きい理由は。
　　　宝くじの補助金を活用して支援を行う事業が２件しか採択されず他の申請事業が不採択になり、ほかに

も補助金の申請が無い事業があったため不用額が増加した。
　　　コンビニ交付が前年度の途中から始まり17.2％がコンビニ交付となったが費用等想定と比較して、市の

考えは。
　　　コンビニ交付のみの実際の利用率については29.3％で経費については令和６年度約940万円で経費は賄

えていないが、利用率の向上に努めたい。
　　　民生費の子ども貧困対策事業の対象となる子どもの人数は。
　　　学習支援事業の参加人数は、令和６年度の参加実人数は７人で、延べ94人である。
　　　重点事業の病児病後児保育事業の令和６年度事業として新病院の病児病後児保育の当該施設設計ができ

たとあるが、その概要は。
　　　面積は71.44㎡、病児と病後児を受け入れるので、病児、病後児それぞれの専用部屋と事務室である。

新病院敷地内保育所と併設して設計している。
　　　施設型給付事業の中で、ときつこども園と花園こども園の２園があるが、園児が昨年度より７人減って

いるのに、事業費は3,700万円増えている理由は。
　　　施設型給付費も公定価格の影響を受けるので、人件費が増えている。
　　　多機能型子育て支援拠点施設事業のときめっく利用者数が21,693人だが、前年度比との比較は。また、

ファミサポの登録や利用状況への影響は。
　　　令和５年度の利用者数は22,354人で、微減であるが、ファミサポの会員は388人で前年度比1.2倍、活

動件数は令和５年度86件から令和６年度113件へと大幅に増加している。

質疑
答弁

質疑

答弁

質疑
答弁
質疑

答弁

質疑

答弁
質疑

答弁
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　　　衛生費の新型コロナワクチン接種事業だが、接種率などの状況は。
　　　65才以上の方に１回接種が対象だが、接種率は14.1％で見込みより少なかった。
　　　し尿収集事業で合併浄化槽の設置が進んでいるのに前年より増えている理由は。
　　　バキュームカーを１台更新しているため経費が１千万円ほど増えている。
　　　ごみ処理費について、人口も減ってきてごみも減ってきたと思うが、一般廃棄物の直接搬入が増えた要因は。
　　　大規模火災が発生したなどの災害廃棄物の搬入が増えたためである。
　　　火災のごみは一般廃棄物になるのか。産業廃棄物の不燃ごみも494％に増えているが。
　　　法律上、火災等の災害廃棄物に関して一般廃棄物の扱いとなる。産業廃棄物については公共施設の造成

にかかわるものも含めている。
　　　教育費のきめ細やかな学校支援事業について、昨年度と比

べると580万円ほど減額されているがその理由は。
　　　学校支援員が雇用できなかったことによる減である。
　　　10月に開所した教育支援センターいこっとの効果は。
　　　専任の専門家を配置し、相談内容を整理して関係機関に連

携を図り支援を行うことで利用者数、相談件数ともに増加
し、安心して相談できる機関となっている。

　　　学校看護師の配置についての詳細は。
　　　令和４年度から医療的ケア児のガイドラインを作成してお

り、３名の児童に対して医療的支援を行った。
　　　部活動地域移行事業について、登録クラブ数と補助金の状況は。
　　　37団体の地域クラブが登録され、275万2,800円を28団体

に10万2,120円ずつ交付し、その内訳は指導者報酬、活動
費、備品購入費である。

　　　電子図書館の利用状況は。
　　　コンテンツ数が前年度比7.7％増加し、貸し出し数も7.5％

増加しており、順調に伸びている状況である。
　　　移動図書館の運行、運営状況は。
　　　隔週で公民館等のステーションを回っており、また、土曜

日に地域のボランティアと連携し読み聞かせ会を実施して
いる。

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁
質疑
答弁

質疑

答弁
質疑
答弁

質疑
答弁

質疑
答弁

質疑
答弁

質疑
答弁

議第66号　令和６年度土岐市国民健康保険特別会計決算の認定
　　　１人あたりの保険料の前年度比の推移は。
　　　８月の本算定時の調定額で、令和５年度は9万7,500円、令和６年度が10万3,439円で前年比の６％の

増額となっている。
　　　国民健康保険基金積立金について、計画通りか。
　　　当初の予算通り取り崩しと繰り入れをしており、余剰金をさらに積立てている。

質疑
答弁

質疑
答弁

土岐市教育支援センター「IKOT・いこっと」

移動図書館

議第68号　令和６年度土岐市介護保険特別会計決算の認定
　　　令和６年度は保険料改定し保険料を下げたので、取り崩しを多めにするということだったが実際にはそ

れほど基金が減っていないので、保険料設定をもう少し下げられたのではないのか。
　　　介護給付費は前年比２％程度増えているが想定の範囲内であって、今回設定した保険料で十分まかない

きれるため保険料設定は適正に設定できていると考えている。

質疑

答弁



委員会報告（総務常任委員会）

2025年11月15日
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議第72号　令和６年度土岐市病院事業会計決算の認定
　　　入院患者、外来患者共に減少しているが、減少した理由は。
　　　コロナ禍で減った患者が回復できていない状態が続いているというところと、病院自体の整理をしなが

ら新病院の開院に向けているところもあろうかと思う。
　　　正規、非正規の医師、看護師の確保の状況は。
　　　常勤医師、看護師は微増であり、非常勤医師、看護師はほぼ変わらない状況である。
　　　駄知診療所の患者数が23.2％減少しているが、その分析は。
　　　定期的に通っている患者について、状況を見ながら別の病院に紹介をさせていただいているためと思わ

れる。
　　　営業について、当年度純損失１億4,300万だが、損失が大きく出た大きな理由の分析は。
　　　コロナ禍では患者は減少したが国の交付金などもありある程度保てていたが、コロナ交付金がなくなり

通常の状態になり、患者自体が減少しているため収支としては厳しい状況となったと思われる。

質疑
答弁

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁

議第64号　字の区域の変更
　　　地元説明などは無かったか。
　　　地元で検討委員会を立ち上げてアンケート調査をした結果、妻木町のままで字の変更を行うというご意

見が多数派であったことを踏まえて、字界を今回整備した道路に合わせて変更する。

質疑
答弁

議第65号　令和６年度土岐市一般会計決算の認定　所管部分
　　　総務費の情報公開・個人情報保護審査会について、令和６年度の件数は。
　　　令和６年度については情報公開請求が１件あり、審査会は３回開催した。
　　　公用車管理事業について、公用車の台数と管理の内容は。
　　　管財課で管理している集中管理車については15台であり、管理、車検、修繕、燃料費等でかかる経費は

417万5千円である。
　　　駅周辺街づくり基本構想の内容、実績は。
　　　市民や有識者の意見をもとに、まちなか居住だけではなく駅周辺に必要な要素や取り組みが求められて

いくのかをまとめたものが基本構想である。
　　　ふるさと応援寄附金について返礼品に使った金額と中間業者に使った金額は。その差引が土岐市の収入

となるか。
　　　返礼品代として、1億7,681万453円。ポータルサイトの委託料が5,155万7,798円となるが、あくまで

も寄付額に対して募集にかけられる経費は５割以下というルールがある。
　　　市制70周年記念事業で補助金を交付した市民団体４件の具体的な団体名と活動内容は。
　　　土岐高山戦国武将隊、美濃焼おかみ塾、土岐ロータリークラブ、土岐アマチュア無線有志の会の４件で、

70周年を祝うイベント、催しを行って頂いている。
　　　安全監視委員会費について、令和４年度に重水素実験が終わっているが委員会はいつまで続けるのか。
　　　重水素実験はしていないが装置自体はあり、地元の安心安全が大切であり、地元協議会も活動を続けて

いるため、今後の活動は地元と一緒に考えていきたい。
　　　農林水産業費の森林経営関係事業の危険木伐採事業費補助金の令和６年度見込みと実績は。
　　　当初予算は１件50万円程度で10件を想定していたが、実績としては14件処理した。

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁

質疑

答弁

質疑
答弁

質疑
答弁

質疑
答弁
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　　　商工費の美濃焼のブランド力向上事業で動画を作ったとあるが、動画再生数は938回で美濃焼事業のブ
ランド力を上げるのにつながったとしているのか。

　　　昨年度末に完成しているので、これから積極的な活用をしていきたい。
　　　土岐市販売戦略等チャレンジ協議会負担金や、美濃焼 PR 委員会など販路開拓

への補助金額は適正と考えているか。
　　　補助金の実績報告等を確認し、適正であると認め支出している。
　　　陶磁器試験場費の技術相談・支援業務の中で、一般技術相談・指導が363件、

依頼業務の実施が7,230件あるが、相談の内容と効果は。
　　　相談の内容は焼きあがった製品の破損、不具合の原因解析などであり、それを

踏まえての依頼業務を受ける場合もあるので効果はあると考えている。
　　　泉北部リクリエーションゾーン整備事業（繰越）で設計業務など減額したということだったが、その詳細は。
　　　令和５年度の設計業務の当初契約は5,060万円を1,876万6千円に変更契約し、差額は不用額として剰余

金で処理している。
　　　土木費の笠神公園施設改修工事の内容と効果は。
　　　長寿命化計画に基づく改修工事で国庫補助を受けてブランコと鉄棒を更新した。
　　　消防費の消防活動事業について、５年度より444万6千円増えた理由は。
　　　自動心臓マッサージシステム、救命索発射銃を購入している。
　　　教育費の文化財保存活用拠点（仮称）整備事業に旧肥田小学校付属幼稚園整備工事とあるが、科目と内

容は正しいか。
　　　美濃陶磁歴史館の建て替えに伴い、収蔵品を一時的に仮保管するために幼稚園から倉庫への用途変更す

るための工事であるため、文化財保存活用拠点（仮称）整備事業で支出している。
　　　美濃陶磁歴史館費の講座、ワークショップ、歴史民俗資料等展示業務委託等実績についてどのように評

価しているのか。
　　　定員に対してほぼ満員であったり定員以上の申し込みをしていただいたりで大変盛況であったという認

識で、今後も満員の際は定員を増やすなど対応したい。

質疑

答弁
質疑

答弁
質疑

答弁

質疑
答弁

質疑
答弁
質疑
答弁
質疑

答弁

質疑

答弁

議第73号　令和６年度土岐市水道事業会計決算の認定
　　　営業損失の原因は。
　　　有収率の低下によるものと思われる。
　　　有収率の悪化の解消は。
　　　年々改修はしているが、管を一律に更新するのではなく部分的に補修しているので追いつかない。今後

検討していきたい。

質疑
答弁
質疑
答弁

議第74号　令和６年度土岐市下水道事業会計決算の認定
　　　剰余金が前年度の約11倍の利益が出ているがその理由は。
　　　浄化センターの機器更新について、分解整備を予定していたが、機材の延命措置ができることが判明し

たため除却処分の量を減らし、利益が上がった。
　　　マンホールトイレの設置について、令和６年度何基設置され、震災時に下水管や処理場が被害を受けた

時に使えるか。
　　　２校14基を設置し、直下型地震で全く下水が使えない日から３日間、タンク状のものに貯めてしのぐ。

質疑
答弁

質疑

答弁



《第４回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

一 般 質 問
９月議会では15名の議員が市政に対して一般質問を行いました。
議会だよりでは、一般質問の要旨を各議員の文責において掲載しております。
また、土岐市ホームページでは、インターネットによる議会映像の配信や定例会・臨
時会の会議録を掲載しておりますので、ぜひアクセスしてご覧ください。

●一般質問へのアクセス方法

　　　　　　　　　　　　　⇒　　　　　　　　⇒　土岐市役所ホームページ 土岐市議会 議会ライブ中継

【動画の視聴】

　　　　　　　　　　　　　⇒　　　　　　　　⇒　土岐市役所ホームページ 土岐市議会 議会会議録検索

【会議録の検索】

［動画ページ］

［会議録ページ］

◆
土
岐
市
駅
周
辺
の
未
来
像
に
つ
い
て

　
駅
前
の
活
性
化
の
一
つ
と
し
て
続
い
た

商
店
街
の
祇
園
祭
り
も
な
く
な
り
、
少
子

高
齢
化
社
会
を
迎
え
店
を
廃
業
し
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
街
と
な
っ
て
寂
れ
て
い
く
今
の
ま

ち
へ
の
市
長
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

　
議
員
と
多
分
同
じ
景
色
を
眺
め
て
き
た

一
人
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
土
岐
市
駅
か
ら
南
へ
延
び
ま
す
中
央

通
り
に
は
た
く
さ
ん
の
店
舗
が
立
ち
並
ん

で
お
り
、
市
民
が
行
き
交
い
、
活
気
あ
る

景
色
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
祇
園
祭
り
や
飾

り
物
と
い
っ
た
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
も
繰
り

広
げ
ら
れ
、
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
駅
前
商

店
街
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
な
り
、
か
つ
て

の
店
舗
が
空
き
地
と
な
っ
て
い
る
状
況
に

つ
い
て
、
私
も
大
変
重
く
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。

◆
人
を
惹
き
つ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
人
を
惹
き
つ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
駅
周
辺
に
魅
力
あ
る
働
き

場
所
が
必
要
で
は
な
い
か

　
若
い
世
代
の
市
外
流
出
が
課
題
と
し
て

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
市
内
で
魅
力
あ
る
働

き
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
ち
な
か
居
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
駅

周
辺
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
、
そ
の
中
で
も
魅
力
的
な
職
場
環
境

の
確
保
は
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
子
育
て
中
の
母
親
が
安
心

し
て
働
け
る
環
境
の
整
備
や
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
柔

軟
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

　
新
博
物
館
整
備
が
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

に
も
た
ら
す
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か

　
新
博
物
館
及
び
そ
の
周
辺
整
備
に
よ
っ

て
こ
の
エ
リ
ア
の
注
目
度
が
高
ま
り
市
内

外
か
ら
の
来
訪
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
市
の
魅
力
向

上
や
駅
周
辺
の
活
性
化
が
予
想
さ
れ
、
駅

か
ら
新
博
物
館
周
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

や
来
訪
者
を
地
域
内
に
誘
導
す
る
政
策
な

ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
官

民
連
携
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
　
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
主
導

だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
お
り
市
が
主
体
と
な
る
事
業
に
加
え
、

民
間
企
業
に
よ
る
事
業
、
Ｎ
Ｐ
O
法
人

や
市
民
に
よ
る
活
動
な
ど
関
係
者
が
認
識

や
取
り
組
み
方
針
を
共
有
し
相
互
に
連

携
・
協
調
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
生
み

出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

山内　健

2025年11月15日
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《第４回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
新
博
物
館
建
設
に
つ
い
て

　
市
長
に
よ
る
市
民
説
明
会
は
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
の
か
。

　
も
っ
と
早
い
段
階
で
市
民
説
明
会
を
開

催
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
ご
指
摘
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
も
議

会
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
随
時
情

報
共
有
を
行
っ
て
き
た
事
か
ら
、
説
明
会

ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

附
帯
決
議
を
受
け
説
明
会
を
行
っ
た
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
良
か

っ
た
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
る
。

　
説
明
会
で
は
前
向
き
な
質
問
や
否
定
的

な
質
問
、
中
に
は
質
問
と
い
う
よ
り
ヤ
ジ

が
飛
ぶ
場
面
も
あ
り
、
こ
れ
が
新
博
物
館

建
設
に
対
す
る
市
民
の
方
の
思
い
だ
と
い

う
事
を
実
感
し
た
と
同
時
に
、
一
議
員
と

し
て
、
議
会
と
し
て
審
議
、
審
査
を
し
て

き
た
結
果
は
市
民
の
方
の
声
を
し
っ
か
り

反
映
で
き
て
い
な
っ
か
っ
た
と
痛
感
し
た
。

市
長
は
市
民
の
反
応
を
ど
う
思
わ
れ
た
か
。

　
沢
山
の
方
に
賛
同
し
て
頂
け
る
博
物
館

と
す
る
た
め
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

報
告
会
を
通
じ
て
特
に
感
じ
た
こ
と
は
無

い
が
、
市
民
の
皆
様
へ
、
さ
ら
に
情
報
を

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
は
あ
る
。

◆
質
疑
応
答
の
疑
問
と
回
答
に
つ
い
て

　
年
間
の
維
持
費
に
つ
い
て
、
新
博
物
館

を
運
営
し
て
い
く
の
に
必
要
な
経
費
は
毎

年
ど
れ
だ
け
か
か
る
の
か
。

　
光
熱
費
及
び
建
物
管
理
に
関
す
る
費
用

は
年
間
、
約
３
４
０
０
万
円
で
借
地
料
の

２
４
５
万
円
を
加
え
る
と
３
６
４
５
万
円
。

美
濃
陶
磁
歴
史
館
の
令
和
４
年
度
の
実
績

は
、
人
件
費
と
委
託
料
で
約
２
９
０
０
万

円
。
新
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
美
濃
陶

磁
歴
史
館
で
行
っ
て
き
た
業
務
に
加
え
、

旧
文
化
会
館
で
行
っ
て
き
た
文
化
財
の
調

査
業
務
も
新
博
物
館
で
行
う
事
か
ら
、
文

化
財
調
査
に
要
す
る
経
費
、
約
２
７
０
０

万
円
を
加
え
ま
し
て
、
年
間
で
９
２
４
５

万
円
程
度
と
な
り
、
文
化
振
興
課
の
職
員

６
名
分
を
加
算
す
る
と
合
計
で
１
億
３
９

４
５
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
既
に
費
用
化

し
て
い
る
コ
ス
ト
な
の
で
、
実
際
に
増
え

る
経
費
は
約
２
８
４
５
万
円
で
す
。

　
説
明
会
を
経
て
計
画
に
変
更
は
あ
る
か
。

　
企
画
展
示
内
容
へ
の
ご
意
見
を
た
く
さ

ん
頂
戴
し
て
お
り
、
魅
力
あ
る
展
示
が
出

来
る
よ
う
ス
ペ
ー
ス
の
使
い
方
を
見
直
し

始
め
た
。

　
変
更
点
が
決
ま
っ
た
場
合
に
は
再
度
市

民
説
明
会
を
行
う
意
思
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

　
内
容
的
に
大
き
く
変
更
す
る
も
の
で
は

無
い
の
で
説
明
会
と
い
う
考
え
は
な
い
が
、

皆
さ
ん
に
周
知
で
き
る
よ
う
な
情
報
提
供

は
し
て
い
き
た
い
。

◆
土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
本
市
へ
の
移
住
者
の
推
移
、
分
析
は

　

令
和
４
年
度
２
５
６
人
、
５
年
度

２
２
２
人
、
６
年
度
２
２
０
人
。
移
住
者

の
年
齢
層
は
30
代
が
最
も
多
く
、
次
に
20

代
以
下
で
、
30
代
以
下
の
世
帯
が
全
体
の

84
・
４
％
で
す
。
要
因
の
１
位
が
土
地
・

建
物
の
価
格
が
安
い
、
２
位
が
子
育
て
環

境
が
よ
い
、
３
位
が
自
然
環
境
が
よ
い
、

４
位
が
通
勤
・
通
学
・
日
常
生
活
に
便
利

で
あ
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
現
状
に
つ
い
て

　
登
録
件
数
は
、
８
月
末
現
在
で
11
件
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
契
約
状
況
は

　
こ
れ
ま
で
32
件
の
契
約
が
成
立
し
、
移

住
・
定
住
が
15
件
、
事
業
用
等
の
契
約
は

17
件
。

　
空
き
地
の
契
約
に
つ
い
て

　
土
地
の
み
の
契
約
は
８
件
。

　
土
地
に
関
し
て
の
名
称
、
空
き
家
バ
ン

ク
と
は
区
別
す
る
対
応
は
出
来
な
い
の
か

　
現
在
の
登
録
物
件
の
一
覧
で
は
、
空
き

家
と
土
地
の
み
の
登
録
が
混
在
し
た
一
覧

と
な
っ
て
お
り
、
活
用
し
た
い
方
が
見
や

す
い
よ
う
に
、
今
後
は
土
地
の
み
の
物
件

は
分
け
て
掲
載
す
る
よ
う
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
有
地
の
売
却
物
件
に
つ
い
て

　
現
在
の
物
件
数
は
、
今
年
度
一
般
競
争

入
札
に
よ
る
売
却
予
定
物
件
が
４
件
で
、

昨
年
度
以
前
に
入
札
に
か
け
た
も
の
の
売

れ
残
っ
て
お
り
、
現
在
、
先
着
順
で
購
入

可
能
な
物
件
が
３
件
。

　
売
却
物
件
と
す
る
前
の
交
渉
・
相
談
に

つ
い
て

　
土
岐
市
普
通
財
産
の
土
地
の
売
り
払
い

に
関
す
る
要
綱
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
お

り
、
原
則
は
不
動
産
鑑
定
評
価
額
と
し
、

売
り
払
い
金
額
に
つ
い
て
事
前
の
交
渉
は

受
け
付
け
て
い
な
い
。

◆
暑
さ
・
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
周
知
、
浸

透
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
９
月
１
日
現
在
で
合
計
41
か

所
を
設
置
し
て
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
案
内
し
、
周
知
を
図
っ
て
き
た

が
、
浸
透
の
状
況
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
の
熱
中
症
対

策
に
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
場
所
の

設
置
を
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
を
含
め
増

設
を
で
き
な
い
の
か

　
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
暑
さ
対
策
の

一
助
と
な
る
よ
う
に
、
こ
ど
も
１
１
０
番

の
家
の
皆
様
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
な

ど
、
教
育
委
員
会
と
連
携
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

西尾　隆久

安藤　勝彦
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《第４回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
本
市
に
お
け
る
資
源
の
循
環
型
社
会

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

　
東
濃
西
部
ご
み
焼
却
施
設
の
建
設
に
向

け
、
本
市
は
今
後
焼
却
業
務
が
な
く
な
る

方
向
へ
向
か
う
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の

本
市
と
し
て
展
開
し
て
い
き
た
い
構
想
は

あ
る
か
。

　
令
和
８
年
度
か
ら
の
新
た
な
土
岐
市
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の

協
議
を
進
め
て
い
る
。
次
期
計
画
策
定
に

際
し
、
特
に
注
力
し
て
推
進
を
予
定
す
る

点
が
２
点
あ
り
ま
す
。

１
点
目
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
資
源

化
で
す
。
廃
棄
物
削
減
は
も
と
よ
り
、
環

境
負
荷
の
低
減
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を

目
標
と
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
分
別

収
集
が
実
施
出
来
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

２
点
目
が
、
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
醸

成
で
す
。
リ
ユ
ー
ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
重

要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
次

世
代
を
担
う
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
学

習
機
会
の
提
供
や
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
実
施
し
、
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
さ
ら
に
進
む
高
齢
化
社
会
に
お
い

て
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
は
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
が
進
め
ば
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

削
減
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
公
衆
衛
生
上
の
課
題
、

効
率
的
に
分
別
す
る
技
術
の
課
題
が
あ
る

が
、
重
大
な
課
題
と
し
て
引
き
続
き
研
究

に
努
め
た
い
。

　
毎
月
の
資
源
回
収
日
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
も
同
時
回
収
出
来
な
い
か
。

　
キ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
地
球
温
暖
化
防

止
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
雇
用
創
出
を
目

的
に
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
と
し
て
回
収
運

動
を
推
進
し
て
い
る
。

次
期
計
画
策
定
の
際
、
特
に
推
進
し
た

い
点
に
つ
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
今
後
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
再
商
品
化
に
向
け
た

取
組
み
と
し
て
検
討
を
し
、
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
市
民
の
終
活
に
つ
い
て

　
市
内
の
令
和
２
年
以
降
の
65
才
以
上
の

高
齢
者
の
実
態
は

　
令
和
２
年
７
月
末
に
１
万
８
３
６
６
人

で
あ
っ
た
高
齢
者
人
口
は
、
令
和
７
年
７

月
末
に
は
、
１
万
７
７
１
１
人
と
６
５
５

人
減
少
し
、
今
後
も
減
少
す
る
見
込
み
で

あ
る
。
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
、
年
々

増
加
し
て
お
り
、
令
和
２
年
７
月
末
に

31・
９
％
で
あ
っ
た
も
の
が
令
和
７
年
７

月
末
に
は
、
33・
０
％
ま
で
増
加
し
て
お

り
、
今
後
も
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

高
齢
化
率
は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
推

移
し
て
い
る
。
令
和
２
年
の
デ
ー
タ
で
す

が
、
独
居
高
齢
者
数
は
、
２
５
９
７
世
帯

で
全
世
帯
の
12・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、

高
齢
者
人
口
は
年
々
減
少
し
て
い
る
が
独

居
高
齢
者
高
齢
者
夫
婦
世
帯
数
は
、
増
加

し
て
い
る
。

　
土
岐
市
の
終
活
支
援
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か

　
マ
イ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
加
え
岐

阜
県
医
師
会
が
作
成
し
た
「
こ
れ
か
ら
ノ

ー
ト
」
の
２
冊
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
大
和
市
終
活
支
援
条
例
に
つ
い
て

　
個
々
の
事
例
に
応
じ
て
柔
軟
な
対
応
を

し
て
い
く
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
条
例
の

作
成
の
必
要
を
考
え
て
い
な
い
。

◆
出
産
費
用
に
つ
い
て

　
出
産
育
児
一
時
金
50
万
円
以
上
に
要
し

た
出
産
費
用
を
、
上
限
を
決
め
て
助
成
し

て
は
ど
う
か

　
本
市
と
し
て
は
、
別
の
視
点
か
ら
家
庭

や
子
育
て
環
境
へ
の
支
援
を
検
討
す
る
ほ

う
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
妊
産
婦
の
医
療
費
無
償
化
を
考
え
て
は

ど
う
か

　
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
災
害
用
井
戸
に
つ
い
て

　
土
岐
市
に
お
い
て
災
害
用
井
戸
を
指
定

し
て
、
災
害
対
応
し
て
い
る
か

　
井
戸
所
有
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
懸

念
、
事
故
発
生
時
の
責
任
の
所
在
等
々
対

応
が
難
し
い
が
地
域
の
実
情
、
住
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
災
害
対
応
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
電
気
火
災
対
策
に
つ
い
て

　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
に
つ
い
て
補
助

金
を
つ
け
て
は
ど
う
か

　
補
助
制
度
の
導
入
は
、
現
在
予
定
し
て

い
な
い
。

◆
奨
学
金
返
還
支
援
に
つ
い
て

　
土
岐
市
で
暮
ら
す
若
者
を
対
象
に
、
奨

学
金
の
返
還
を
市
が
支
援
し
て
は

　
現
時
点
で
本
市
が
す
ぐ
に
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
困
難
と
考
え
ま
す
。

伊藤　公男
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《第４回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
東
濃
地
域
自
動
運
転
推
進
事
業
と
は
。

　
東
濃
地
域
自
動
運
転
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
、
国
土
交
通
省
の
地
域
公
共
交
通

確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金
に
採
択
さ

れ
た
も
の
で
、
運
転
手
不
足
の
解
消
、
公

共
交
通
の
維
持
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の

確
保
と
い
う
喫
緊
の
地
域
課
題
に
対
応
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
自
動
運
転
バ
ス
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
令
和
７
年
９
月
28
日
は
、
市
役
所
敷
地

内
で
試
乗
会
の
実
施
。
29
日
か
ら
10
月
11

日
ま
で
、
土
岐
市
駅
か
ら
市
役
所
間
の
公

道
で
、
レ
ベ
ル
２
で
の
実
証
運
行
を
実
施
。

令
和
８
年
度
以
降
は
、
土
岐
市
駅
か
ら
東

濃
中
部
医
療
セ
ン
タ
ー
間
で
実
証
実
験
を

開
始
す
る
予
定
が
あ
る
。
令
和
10
年
か
ら

は
通
年
運
航
を
開
始
で
き
る
よ
う
、
有
償

運
航
に
よ
る
経
営
の
継
続
可
能
性
も
模
索

し
て
い
く
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

の
実
績
は
。

　
６
億
２
９
３
６
万
４
３
１
２
円
、
２
万

７
２
３
２
件
で
、
そ
の
う
ち
76
・
81
％
が

雑
貨
・
日
用
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
美
濃
伝
統
工
芸
士
の
専
用
コ
ー
ナ
ー
を

作
り
、
し
っ
か
り
と
広
報
活
動
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
安
土
桃
山
陶
の
文
化
を
知

ら
し
め
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
に
つ

な
げ
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
新
博
物
館
の
使
命
と
機
能
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
美
濃
桃
山
陶
を
は
じ
め
と
す
る
美

濃
焼
１
４
０
０
年
の
歴
史
文
化
を
発
信
す

る
と
い
う
博
物
館
基
盤
機
能
に
も
寄
与
す

る
こ
と
で
あ
る
の
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
は
自
主
財
源
で
あ
り
、

納
税
額
が
増
え
れ
ば
寄
附
活
用
の
金
額
も

増
え
て
く
る
。
ま
た
博
物
館
開
設
の
成
功

を
祈
る
為
に
も
、
事
前
に
ふ
る
さ
と
納
税

の
ほ
う
で
、
安
土
桃
山
陶
の
文
化
を
市
民

や
納
税
者
、
日
本
の
陶
芸
・
陶
器
等
が
好

き
な
人
に
対
し
て
告
知
を
し
て
い
た
だ
く

と
よ
り
効
果
が
上
が
る
と
思
う
。

◆
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
つ
い
て

　
本
市
の
取
組
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

　
令
和
７
年
度
～
９
年
度
迄
の
３
年
間
82

の
市
有
施
設
で
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
、

来
年
４
月
開
園
予
定
の
駄
知
こ
ど
も
園
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導
入

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
導
入
を
促
進
す
る

た
め
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。
脱
炭
素

型
事
業
活
動
の
普
及
は
、
陶
磁
器
試
験
場

が
サ
ポ
ー
ト
し
焼
成
時
間
の
短
縮
に
成
功

し
て
燃
料
消
費
削
減
に
つ
な
が
っ
た
事
業

者
が
い
る
。
年
内
に
（
仮
称
）
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
実
行
会
議
を
立
上
げ
計

画
の
達
成
状
況
や
取
組
の
進
捗
状
況
等
を

検
証
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
後
、
市
役
所
本
庁
舎
、
新
病
院
東
濃

中
部
医
療
セ
ン
タ
ー
に
発
電
設
備
を
設
置

す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

　
市
役
所
本
庁
舎
は
今
の
と
こ
ろ
計
画
は

な
い
。
東
濃
中
部
医
療
セ
ン
タ
ー
の
新
病

院
一
部
事
務
組
合
か
ら
は
、
検
討
し
た
が

予
算
上
の
課
題
も
あ
り
設
置
に
至
ら
な
か

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

（
市
長
）
部
長
が
計
画
は
な
い
と
言
っ
た

こ
と
を
私
が
計
画
し
ま
す
と
言
え
な
い
。

現
状
で
は
部
長
の
答
弁
の
通
り
だ
が
、
技

術
革
新
の
動
向
等
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◆
防
災
庁
に
つ
い
て

　
岐
阜
県
知
事
が
県
へ
誘
致
発
言
を
さ
れ

た
。
本
市
が
県
内
最
有
力
地
と
し
て
積
極

的
に
誘
致
活
動
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
提
案
す
る
。

　
県
内
に
設
置
さ
れ
た
場
合
、
雇
用
創
出
、

人
口
増
加
に
よ
る
経
済
活
動
の
活
発
化
、

地
域
住
民
の
防
災
意
識
向
上
、
防
災
に
関

す
る
国
や
県
と
連
携
強
化
等
地
域
へ
の
波

及
効
果
等
が
期
待
さ
れ
る
が
、
県
の
担
当

課
は
、
国
は
防
災
庁
の
設
置
場
所
の
選
定

基
準
や
必
要
な
機
能
等
を
明
確
に
し
て
い

な
い
た
め
国
の
今
後
の
動
向
を
見
守
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
市
と
し
て
も
県

と
同
様
、
国
の
今
後
の
動
向
を
見
守
り
つ

つ
必
要
に
応
じ
、
県
に
対
し
積
極
的
な
誘

致
活
動
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

安藤　学

北谷　峰二
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◆
防
災
月
間
に
よ
せ
て

９
月
は
防
災
の
月
で
あ
り
、
全
国
各
地

で
防
災
訓
練
や
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
、
市

民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
こ
そ
今
一
度
本
市

の
防
災
体
制
を
総
点
検
し
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
今
回
の
質
問
を

行
い
ま
す
。

　
国
の
防
災
基
本
計
画
の
改
定
を
受
け
て
、

本
市
の
認
識
は
。

　
今
回
の
防
災
基
本
計
画
及
び
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画

の
改
定
に
よ
り
、
具
体
的
な
数
値
目
標
が

数
多
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
物
資
の
備
蓄

状
況
、
イ
ン
フ
ラ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
避

難
所
の
整
備
状
況
な
ど
を
見
直
す
必
要
が

あ
り
、
関
係
各
課
と
連
携
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。

　
防
災
訓
練
の
実
施
状
況
は
。

　
具
体
的
に
は
、
避
難
所
開
設
・
運
営
訓

練
、
災
害
図
上
訓
練
、
出
前
講
座
な
ど
が

あ
り
、
昨
年
度
の
実
績
は
、
14
の
防
災
訓

練
な
ど
に
本
市
の
職
員
が
参
加
し
７
９
２

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
と
し

て
は
、
地
域
や
団
体
に
任
せ
き
り
に
な
ら

な
い
よ
う
、
伴
走
型
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
住
宅
の
耐
震
化
率
及
び
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
の
実
績
と
課
題
に
つ
い
て

　
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の
促
進
を
図

る
た
め
に
作
成
し
た
、
土
岐
市
耐
震
改
修

促
進
計
画
で
耐
震
化
の
対
象
と
し
て
い
る

の
は
、
建
築
基
準
法
の
改
正
が
な
さ
れ
た

昭
和
56
年
６
月
１
日
以
前
の
建
築
物
で
、

最
新
の
耐
震
化
率
に
つ
い
て
は
速
報
値
と

し
て
86
・
２
％
と
推
計
し
ま
し
た
。
耐
震

診
断
・
耐
震
改
修
の
実
績
は
、
木
造
住
宅

無
料
耐
震
診
断
が
令
和
４
年
度
・
４
件
、

５
年
度
・
７
件
、
６
年
度
・
17
件
、
耐
震

補
強
工
事
が
令
和
４
年
度
・
１
件
、
５
年

度
・
１
件
、
６
年
度
・
３
件
で
す
。
課
題

と
し
て
は
、
補
助
制
度
が
有
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
利
用
実
績
が
上
が
ら
な
い
こ
と
で

す
。

　

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
環
状
交
差
点
）

導
入
の
考
え
に
つ
い
て

　
信
号
機
の
設
置
を
必
要
と
し
な
い
構
造

で
あ
り
、
電
力
の
供
給
が
途
絶
え
る
災
害

時
や
停
電
時
に
も
機
能
を
維
持
で
き
る
利

点
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
設
置

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
て
、

条
件
に
適
合
す
る
場
所
や
通
行
に
危
険
な

変
則
交
差
点
の
安
全
性
を
高
め
る
必
要
が

あ
れ
ば
、
安
全
な
交
差
点
方
式
の
１
つ
と

し
て
検
討
し
た
い
。

◆
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

　
岐
阜
県
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
に
基

づ
い
た
本
市
の
普
及
啓
発
の
現
状
と
、
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
Ｈ
Ｐ
や
広
報
等
で
啓
発
し
て
い
る
。
今

年
度
も
10
月
の
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
に
合

わ
せ
、
広
報
と
き
の
９
月
号
で
啓
発
し
、

令
和
５
年
度
に
作
成
し
た
小
冊
子
「
幸
せ

の
エ
シ
カ
ル
消
費
」
を
教
材
に
小
学
４
年

生
が
学
習
し
、
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

今
後
は
、
子
ど
も
や
親
子
を
対
象
に
、
食

品
ロ
ス
や
環
境
に
関
す
る
教
室
を
開
き
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

取
組
事
例
の
情
報
発
信
等
に
よ
り
、
市
民

が
取
組
め
る
よ
う
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

　
小
中
学
校
で
の
現
状
と
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て

　
社
会
科
で
は
、
日
本
と
途
上
国
の
食
料

事
情
の
比
較
、
家
庭
科
で
は
、
食
材
を
無

駄
な
く
使
い
切
る
調
理
を
考
え
た
り
、
学

級
活
動
や
給
食
時
間
で
は
、
食
料
の
生
産

な
ど
に
関
わ
る
人
に
感
謝
の
心
を
持
つ
よ

う
、
地
元
の
生
産
者
の
方
か
ら
話
を
聞
い

た
り
、
栄
養
教
諭
に
よ
る
食
の
重
要
性
も

学
ん
で
い
る
。

◆
投
票
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
視
覚
障
が
い
者
へ
の
投
票
所
入
場
券
に
、

点
字
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
郵
送
す
る
自
治

体
が
あ
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

　
投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
に
対
し
選

挙
が
あ
る
こ
と
の
お
知
ら
せ
と
、
投
票
所

で
の
本
人
照
合
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も

の
。
今
後
は
、
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
個

別
に
対
応
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
不
在
者
投
票
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ

ー
ビ
ス
「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
の
導
入

に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解
は
。

　
県
下
の
状
況
は
、
令
和
７
年
８
月
末
現

在
で
42
市
町
村
の
う
ち
、
12
市
町
村
が
導

入
し
て
お
り
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
す
る
場
合
の
投
票
用
紙

の
請
求
方
法
が
、
郵
便
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

申
請
で
き
る
こ
と
で
、
選
択
肢
を
増
や
す

こ
と
に
な
る
。
選
挙
人
の
利
便
性
向
上
の

観
点
か
ら
進
め
て
い
く
。（

出
典
：
消
費
者
庁
）

水石　玲子

水野　哲男

2025年11月15日
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◆
土
岐
市
中
長
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

　
中
長
期
財
政
計
画
が
出
さ
れ
た
経
緯
は
。

　
財
政
の
透
明
化
の
観
点
で
は
決
算
の
公

開
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
財
政
は
新

病
院
や
新
博
物
館
と
い
っ
た
大
型
事
業
に

耐
え
ら
れ
る
か
と
い
っ
た
心
配
の
声
も
あ

り
、
今
回
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
令
和
９
年
か
ら
３
年
ほ
ど
実
質
公
債
費

比
率
が
10
％
を
超
え
る
原
因
は

　
病
院
事
務
組
合
へ
支
出
す
る
償
還
期
間

が
短
い
医
療
機
器
の
購
入
に
伴
う
負
担
金

が
、
向
こ
う
５
年
間
に
影
響
す
る
た
め
。

　
何
か
新
た
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
は

　
財
政
調
整
基
金
は
、
標
準
財
政
規
模
の

10
％
～
20
％
を
維
持
す
る
こ
と
、
実
質
公

債
費
比
率
は
、
原
則
12
％
以
内
に
す
る
こ

と
、
こ
れ
ら
に
努
め
る
こ
と
で
、
未
来
の

土
岐
市
民
に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
く
た

め
の
持
続
可
能
な
財
政
運
営
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

◆
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
陶
磁

器
産
業
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
セ
ラ
ミ
ッ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

　

多
治
見
市
が
代
表
で
申
請
者
と
な
り
、

岐
阜
県
、
土
岐
市
、
瑞
浪
市
が
連
携
自
治

体
、
民
間
企
業
が
連
携
事
業
者
と
し
て
環

境
省
の
地
域
の
資
源
循
環
促
進
支
援
事
業

の
採
択
を
受
け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

不
要
食
器
を
収
集
、
粉
砕
し
た
セ
ル
ベ
ン

を
原
材
料
に
混
ぜ
て
製
品
化
し
、
新
た
な

食
器
や
タ
イ
ル
、
も
し
く
は
舗
装
材
な
ど

と
し
て
再
資
源
化
す
る
サ
イ
ク
ル
を
シ
ス

テ
ム
と
し
て
設
計
し
確
立
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。

　
本
市
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ど
の
よ

う
に
参
画
し
て
い
く
の
か

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
す
る
各
種
企
業
、

団
体
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
織
す

る
た
め
に
設
立
し
た
準
備
委
員
会
に
参
画

し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ

を
支
援
し
て
い
く
。
最
終
的
に
は
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
が
一
般
社
団
法
人
化
し
自
主

運
営
を
し
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

●
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
軌
道
に
乗
る
こ

と
に
大
き
く
期
待
し
て
い
る
。

◆
外
国
人
と
の
共
生
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て

　
外
国
人
住
民
の
受
け
入
れ
と
支
援
体
制

に
つ
い
て

　
外
国
人
人
口
は
、
令
和
５
年
度
末
が
２

１
６
３
人
、
６
年
度
末
が
２
３
５
１
人
で

割
合
は
６
年
度
末
で
土
岐
市
の
人
口
の
４
．

36
％
と
な
り
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
生

活
支
援
、
言
語
支
援
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

多
言
語
化
に
つ
い
て
は
、
相
談
窓
口
を
市

民
活
動
課
に
設
置
し
、
英
語
・
フ
ィ
リ
ピ

ノ
語
に
対
応
が
で
き
る
外
国
人
相
談
員
を

配
置
し
、
通
訳
・
翻
訳
・
生
活
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
対
応
で
き
な
い
言
語
は
、

ポ
ケ
ト
ー
ク
や
出
入
国
在
留
管
理
庁
が
行

う
電
話
通
訳
支
援
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

国
籍
や
文
化
が
異
な
る
人
々
が
お
互
い
を

認
め
合
い
、
地
域
の
方
々
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
防
災
対
策
に
お
け
る
外
国
人
へ
の
周
知

に
つ
い
て

　
英
語
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
、
外
国
人

の
た
め
の
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
配
付

し
、
そ
の
中
で
地
震
・
大
雨
・
台
風
な
ど

の
災
害
に
関
す
る
情
報
と
そ
の
備
え
や
避

難
に
関
す
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
に
開
校
予
定
の
日
本
語
学
校

の
事
業
者
の
方
か
ら
連
携
事
業
を
実
施
の

可
能
性
を
提
案
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
本
語
で
の
日
常
会
話
が
可
能
な
学
生
が

入
学
す
る
こ
と
か
ら
、
日
本
語
の
不
慣
れ

な
市
内
在
住
の
外
国
人
と
の
橋
渡
し
役
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
、

連
携
事
業
を
提
案
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
外
国
人
児
童
・
生
徒
の
教
育
支
援
に
つ

い
て

　
日
本
語
指
導
は
、
学
校
生
活
へ
の
適
応

や
学
習
の
基
盤
と
な
る
重
要
な
支
援
の
一

つ
で
す
。外
国
か
ら
直
接
編
入
し
た
児
童・

生
徒
に
つ
い
て
は
編
入
直
後
に
、
保
護
者
、

児
童
・
生
徒
、
教
育
委
員
会
で
懇
談
の
場

を
設
け
、
学
校
生
活
や
今
後
の
支
援
に
つ

い
て
丁
寧
に
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
日
本

語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
児
童
・
生
徒
に

は
約
３
か
月
間
、
日
本
語
初
期
指
導
教
室

に
て
集
中
的
に
日
本
語
指
導
を
実
施
し
、

安
心
し
て
学
校
生
活
に
移
行
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
画
像
確
認
に
よ
る
日
本
語
変
換

ア
プ
リ
の
活
用
が
進
ん
で
お
り
学
校
か
ら

配
付
さ
れ
る
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
保
護
者
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
通
じ
て
自
国
語

で
内
容
を
理
解
で
き
る
環
境
が
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
後
も
外
国
人
児
童
・
生
徒

の
支
援
体
制
の
充
実
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

渡邉　豪

大久保一夫
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◆
救
急
車
不
出
動
の
件
に
つ
い
て

　
第
三
者
委
員
会
の
報
告
結
果
に
対
す
る

市
の
受
け
止
め
は
？

　
（
消
防
長
）
公
正
中
立
、
専
門
的
な
立

場
か
ら
原
因
究
明
と
再
発
防
止
策
の
検
討

を
し
て
頂
い
た
。
報
告
書
で
は
直
ち
に
救

急
隊
を
出
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
事
案
で
あ
っ
た
が
、
救
急
出
動
の
判
断

に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
不
整
備
だ
っ
た

こ
と
、
通
信
指
令
員
の
教
育
不
足
な
ど
の

組
織
運
用
の
問
題
が
厳
し
く
指
摘
さ
れ
た

こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
人
権
意
識
の
不
足
に
つ
い
て
は
？

　
個
人
の
問
題
も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
そ

こ
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
業
務
を
遂

行
す
る
上
で
の
教
育
、
誰
が
従
事
し
て
も

で
き
る
様
に
整
備
す
る
こ
と
を
お
ろ
そ
か

に
し
て
は
い
け
な
い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
に
は
人
権
教
育
も
必
要
で
は
？

　
人
権
や
公
務
員
倫
理
も
含
め
て
、
職
員

教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
職
員
の
聞
き
取
り
で
78
％
が
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
不
十
分
と
回
答
。「
土
岐
市
消
防
の

通
信
は
遅
れ
て
い
る
」
と
声
が
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
な
ぜ
対
策
さ
れ
な
か
っ
た
か
？

　
こ
こ
ま
で
手
を
打
て
な
か
っ
た
の
は
組

織
の
責
任
と
反
省
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
あ
る
が
組
織
で
対
応
出
来
な
か
っ
た
。

　
過
去
に
副
業
の
問
題
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
問

題
、
匿
名
の
投
書
が
あ
り
、
今
回
も
新
聞

報
道
が
先
行
し
た
。
報
告
で
人
間
関
係
が

崩
壊
と
あ
っ
た
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
が

必
要
で
は
な
い
か
？

　
過
去
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
れ

も
含
め
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
通
じ
て
、

職
員
環
境
、
運
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
組
織
体
制
、
内
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
風
通
し
の
良
い
職
場
、
色
々
な
意
見

を
出
せ
る
環
境
を
作
っ
て
頂
き
た
い
。

　
職
員
体
制
を
含
め
た
再
発
防
止
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

　
報
告
書
で
職
員
体
制
に
指
摘
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
、
市
も
同
様
の
考
え
で
す
。

現
在
、
全
職
員
に
は
原
則
出
動
を
徹
底
し

再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
報
告
書
で
は
救
急
出
動
で
き
な
い
体
調

不
良
の
方
が
勤
務
し
て
い
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
職
員
増
員
に
14
％
の
声
が
あ
り
、

職
員
体
制
の
不
足
は
明
ら
か
で
は
？

　
ま
と
め
と
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
教
育

で
防
げ
た
と
あ
り
、
限
り
あ
る
職
員
体
制

の
中
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
意
見
や
不
満
を
共
有
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
意
見
聴
取
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
は
ど
う
か
？

　
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
承
っ
て
、
職
場
改

善
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
災
害
時
に
お
け
る
医
療
体
制
に
つ
い
て

　
大
震
災
や
水
害
な
ど
に
お
い
て
多
く
の

被
災
者
が
、
長
期
間
避
難
所
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
避
難
民

は
も
と
よ
り
、
要
介
護
者
や
妊
婦
さ
ん
、

障
が
い
や
健
康
リ
ス
ク
を
お
持
ち
の
方
の

医
療
的
な
対
応
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

医
療
の
必
要
な
避
難
者
数
の
把
握
に
つ
い

て
、
併
せ
て
医
療
機
関
と
の
連
携
及
び
体

制
に
つ
い
て
ご
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
災
害
時
に
お
け
る
避
難
時
だ
と
か
避
難

後
に
、
医
療
的
な
支
援
の
必
要
な
方
の
人

数
を
推
計
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
７

年
６
月
時
点
で
把
握
し
て
い
ま
す
災
害
時

で
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
象
者
は
、

１
６
６
人
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
次
に
、

妊
婦
さ
ん
は
、
令
和
７
年
８
月
時
点
で
約

１
８
０
人
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
ま
た
医

療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
内
部
機
能
障
が

い
の
方
を
想
定
し
ま
し
て
、
令
和
７
年
４

月
の
時
点
で
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
及

び
２
級
を
お
持
ち
の
方
は
４
３
８
人
で
ご

ざ
い
ま
す
。
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は

広
域
的
に
迅
速
な
救
急
医
療
活
動
が
行
え

る
よ
う
に
、
国
の
広
域
災
害
救
急
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
市
内
の
医
療
施
設

の
被
災
状
況
な
ど
の
災
害
医
療
情
報
等
を

県
に
報
告
す
る
こ
と
で
、
被
災
状
況
の
共

有
化
を
図
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
多
く
の
負
傷
者
や
体
調
不

良
者
が
発
生
す
る
可
能
性
を
想
定
し
ま
し

て
、
救
護
所
な
ど
で
被
災
者
に
適
切
な
診

療
や
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
市
と

土
岐
医
師
会
、
土
岐
歯
科
医
師
会
、
土
岐

薬
剤
師
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
と
、
災
害
時

に
お
け
る
救
急
、
医
療
救
護
活
動
に
関
す

る
協
定
及
び
覚
書
を
締
結
し
て
お
り
、
各

会
ご
と
に
医
療
班
を
編
成
し
、
救
護
所
で

は
一
般
的
な
診
療
や
治
療
を
想
定
し
て
お

り
ま
す
。
た
だ
し
、
透
析
が
必
要
な
方
で

あ
っ
た
り
、
酸
素
療
法
を
受
け
て
お
ら
れ

る
方
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
人
工
呼

吸
器
を
使
用
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
、

専
門
的
な
医
療
が
必
要
な
方
も
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
広
域
的
な
対
応
も
想
定
す

る
必
要
が
あ
り
、
保
健
所
や
医
師
会
の
関

係
機
関
と
は
平
時
か
ら
連
携
を
は
か
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
患
者

様
自
身
に
備
え
て
い
た
だ
く
事
前
の
対
策

と
い
う
も
の
も
必
要
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

日
常
か
ら
患
者
様
自
身
が
、
か
か
り
つ
け

医
と
被
災
時
の
対
応
に
つ
い
て
ご
相
談
い

た
だ
く
こ
と
だ
と
か
、
ご
自
身
の
状
態
に

合
わ
せ
た
補
助
食
品
の
備
蓄
、
非
常
用
電

源
装
置
、
お
薬
の
準
備
な
ど
重
要
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
非
常
時
の
備
え
に
つ
い
て

周
知
と
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小関　篤司

小栗　恒雄

2025年11月15日
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《第４回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
土
岐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

Ａ
Ｉ
ス
タ
ッ
フ
「
し
つ
ぎ
お
と
う
ふ
」

に
要
す
る
費
用
は
幾
ら
で
す
か
。

　
月
額
６
万
６
０
０
０
円
、
年
額
79
万
２

０
０
０
円
で
す
。

　
Ａ
Ｉ
ス
タ
ッ
フ
の
利
用
件
数
は

　
令
和
６
年
度
は
１
万
２
３
０
６
件
、
令

和
７
年
度
は
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
４
ヶ

月
４
２
１
５
件
。
比
較
参
考
の
た
め
に
、

通
常
の
検
索
機
能
の
件
数
は
、
６
年
度
は

３
万
４
８
０
１
件
、
７
年
度
は
４
ヶ
月
で

１
万
２
５
０
３
件
で
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
ス
タ
ッ
フ
の
精
度
に
つ
い
て
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
。

　
学
習
機
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
な
い
シ
ス

テ
ム
で
、
利
用
さ
れ
た
方
の
７
割
以
上
が

回
答
が
違
う
と
答
え
ら
れ
、
現
時
点
で
は

精
度
の
低
い
シ
ス
テ
ム
と
い
え
ま
す
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
、
経
費
の
点
か
ら
、
今
年
度

を
も
っ
て
契
約
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

◆
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
広
報
紙
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー

ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
Ｘ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
配

布
数
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
媒
体
の
登
録
数
は
。

　
９
月
１
日
現
在
、
広
報
紙
は
印
刷
部
数

１
万
９
０
０
０
部
、
自
治
会
を
通
じ
た
配

布
が
１
万
７
３
０
７
部
、
公
共
施
設
な
ど

へ
の
配
布
が
31
箇
所
、
６
２
３
部
。
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
者
数
は
、
メ
ー
ル

が
６
３
１
５
件
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
３
３
９
２

件
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
が
２
６
０
８
件
、
Ｘ
が
１
０
４
８
件
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
６
９
９
件
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
が
２
５
５
０
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
を
増
や
す
た
め

に
お
米
券
や
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
な
ど
を
配
布

す
る
施
策
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

　
現
状
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
単
に
登
録

者
数
を
増
や
す
こ
と
を
目
標
と
す
る
施
策

よ
り
も
、
情
報
発
信
の
た
め
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
に
注
力
し
た
い
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
９
１
０
と
は
、

道
路
に
異
常
を
見
つ
け
た
際
に
通
話
料
無

料
で
通
報
出
来
る
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
で

24
時
間
３
６
５
日
受
け
付
け
て
お
り
、
通

報
を
受
け
る
と
道
路
管
理
者
に
情
報
を
伝

達
し
て
迅
速
な
対
応
を
促
す
も
の
で
す
が
、

令
和
６
年
３
月
29
日
か
ら
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

プ
リ
に
よ
る
通
報
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

が
、
広
く
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

周
知
を
お
願
い
出
来
ま
せ
ん
か
。

　
国
道
や
県
道
は
＃
９
９
１
０
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
市
道
に
お
い
て
は
、
市
役

所
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
の
が
よ
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
公
務
員
の
職
員
不
足
に
つ
い
て

　
直
近
５
年
の
公
務
員
の
新
卒
職
員
の
採

用
状
況
と
離
職
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か

　
令
和
２
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
直
近

５
年
間
の
実
績
は
、
一
般
事
務
職
で
は
採

用
人
数
が
24
名
、
離
職
人
数
が
２
名
、
技

術
職
で
は
採
用
人
数
が
５
名
、
離
職
人
数

が
１
名
、
保
育
職
で
は
採
用
人
数
が
42
名
、

離
職
人
数
が
７
名
、
消
防
職
で
は
採
用
人

数
が
10
名
、
離
職
人
数
が
１
名
で
す
。

　
離
職
者
の
離
職
理
由
は

　
大
き
な
要
因
は
、
働
き
方
の
多
様
化
や

転
職
市
場
の
活
性
化
な
ど
転
職
に
対
し
て

ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
た
こ
と
が
理
由
で
、

保
育
職
に
つ
い
て
は
女
性
が
多
く
、
出
産

後
に
子
育
て
と
保
育
業
務
の
両
立
が
難
し

く
子
育
て
に
専
念
し
た
い
と
い
う
理
由
も

あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
消
防
職
で
は
思

っ
て
い
た
仕
事
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も

理
由
の
一
つ
の
よ
う
で
す
。

　
技
術
職
不
足
の
中
、
下
水
道
老
朽
化
へ

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

　
上
下
水
道
は
市
民
生
活
に
密
着
し
た
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
事
故
や
災
害
時
に

可
能
な
限
り
早
期
の
復
旧
を
目
指
し
て
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
目
視
や
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
等
で
不
具
合
箇
所
や
破
損
の
調
査
を
行

い
部
分
修
繕
や
改
築
更
新
を
実
施
し
て
い

る
。

　
女
性
消
防
職
員
の
増
員
に
対
す
る
対
策

は
　
総
務
省
が
女
性
の
割
合
を
５
％
に
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
中
、
土
岐
市

で
も
就
職
説
明
会
な
ど
で
女
性
に
も
働
き

や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
て
い
る
。

　
教
職
員
の
成
り
手
不
足
や
離
職
者
が
増

え
て
い
る
中
、
人
員
確
保
や
サ
ポ
ー
ト
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か

　
正
規
教
職
員
が
不
足
す
る
場
合
は
臨
時

に
講
師
を
採
用
し
補
充
し
て
い
る
。
ま
た
、

育
児
短
時
間
勤
務
者
や
部
分
休
業
取
得
者

が
い
る
学
校
に
は
、
非
常
勤
講
師
や
学
校

支
援
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　
こ
ど
も
園
の
人
員
確
保
や
サ
ポ
ー
ト
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か

　
国
が
定
め
る
保
育
士
等
配
置
基
準
に
従

い
、
必
要
な
人
員
を
確
保
で
き
て
い
る
が

不
足
す
る
場
合
は
会
計
年
度
任
用
職
員
を

補
充
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
業
務
に
専

念
で
き
る
よ
う
こ
ど
も
園
で
は
会
計
年
度

任
用
職
員
の
事
務
職
員
を
配
置
す
る
な
ど

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

木股　英明

鈴木　正義
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朝夕が冷え込む季節となってきました。運動会や地域の行事も一段落した折、市民の皆様はいかがお過
ごしでしょうか。
今年の夏は、猛暑日最多の記録を各地で更新し、過去最高に暑かったといわれる夏でした。そんな暑い
日々もようやく過ぎ去ったと思えば、今年も残すところ一ヶ月あまりとなりました。立冬も過ぎ、これか
ら急に寒くなってくる頃となります。体調管理には十分にお気をつけていただきたいと思います。
さて、先月行われた議会報告会には、多くの方々に参加していただきまして誠にありがとうございまし
た。皆様からいただいたお声やご意見等は、今後の議会活動にいかしてまいりますので、これからもご協
力のほどよろしくお願いいたします。� (文責：渡邉　豪)
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日 月 火 水 木 金 土
11/23 24 25 26 27 28 29

本会議　初日
（議案説明）

30 12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
本会議　2日目
（質疑・一般質問等）

本会議　3日目
（一般質問）

本会議　4日目
（一般質問）

14 15 16 17 18 19 20
民生常任委員会 総務常任委員会

21 22 23 24 25 26 27
本会議　最終日
（委員長報告　討論・採決等）

28 29 30 31
※午前９時 開会予定（変更の場合あり)

12
月
定
例
会
（
予
定
）

クイズ議場へGO
を開催しました。

9月28日（日）に開催された「わくわくワークときめき
ランド」において、土岐市議会は「クイズ議場へGO」
を開催しました。子どもたちが議員の席に座り採決ボタ
ンを使って○×クイズを行うもので、盛況の内に幕を閉
じました。
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